


実存的真正性の哲学的基盤
サルトルとハイデガー

• 実存主義哲学 
• キルケゴール、ニーチェ、ハイデガー、ヤスパース、サルトルetc. 
• ハイデガーは実存主義者か？ 
• エクシステンティアのほうがエッセンティアよりも優位すると説くサルトルの主要
命題は、しかし右の事情とは別にともかく、その哲学を表すのにふさわしい題目と
して「エクシステンツィアリスムス」という名称が正当であることを示している。
けれども｢実存主義｣の主要命題は、『存在と時間』のうちに登場する先に掲げた命
題とは寸毫も共通するものをもたない。（ハイデガー, 1947/1997 渡邊訳 p.52)

実存的真正性とハイデガー
旅行者/観光者の二分法

• ハイデガーの実存概念を観光に適用すること 
• 「実存的真正性の探究として観光を支持する人たちは、（人が家を離れる
ように駆り立てる理由は何なのかという)問いではなく、（近代の状況が疎
外によって特徴づけられることと、このことは旅行を通して取り組むこと
ができるという）二つの価値ある主張から出発する。しかしこのアプロー
チは、50年前に真正な旅行の終焉を嘆いたブーアスティンのような大衆観
光への批判を反復している」(Shepherd, 2015 p.68-69) 

• 実存は真正な旅行への回帰をしめすものなのか？

2 ハイデガーのギリシア旅行

ハイデガーの哲学と観光
ハイデガーの旅行記｢滞在｣から考える

• ハイデガーの旅行記を手がかかりに、彼の哲学から観光に関して何が言えるの
か。 

• 「滞在(Aufenthalte)」(『ハイデッガー全集75巻』所収) 
• 1962年に行われたギリシャ旅行に関する経験を綴った小論 
• ヴェニスでの経験 
• その地が「観光産業の争奪物にまで成り下がっている」
（Heidegger, 2000/2003 三木訳 p. 253）ことをみる



滞在の可能性の困難
• 帰途での思い 
• 観光ブームの容赦ない襲撃とともに、一個の異質の力が、その様々な注文と設備とをギリシア
全土の上に押し広げているのだ。だがもし人が、この無差別な観光企業(Reisebetrieb)を無視
してかかろうとするならば、それは現に有るものから目を外らすことにもなりかねまい。それ
では然し、かつてと今との間の深い溝を熟考することにはならず、そこに支配している天命を
認知することには到らぬであろう。近代技術及びそれと相侯って世界の科学的産業化と、それ
らはその引き止めようもない勢いを通して、滞在のあらゆる可能性を、まさに消し去ろうとし
かかっているのである。(Heidegger, 2000/2003 三木訳 p. 284 下線引用者 ） 

• 滞在の可能性が消し去られようとしている様を見る 
• 原因：観光産業、近代技術、世界の科学的産業化 

• その現状から目を逸らさずに直視することも必要

「滞在」の意味
• ハイデガーはギリシアに滞在したが、「滞在」することの困難にも直面した。 
• ただある場所に留まるということを意味しているわけではない 
• 「滞在すること」の意味の明確化が必要 
• 滞在を困難にするもの 
• 近代技術、世界の科学的産業化、観光企業 
• なぜこれらが「滞在」の可能性を消し去るのか？

3 「滞在」することと実存

実存と自己
『存在と時間』の意図とありうる誤解の回避
• 実存哲学の書としての『存在と時間』？ 
• 「存在」の意味を問うための通路としての現存在(人間)の存在 
• 現存在が世界のうちに存在すること：実存する 
• 自分がどうあるか気づかうあり方としての実存 

• 「『存在と時間』は、すでに見てきたように、私たちを「自我」と見なした
り、自己認識モデルで把握しようとしたりすることを徹底して排斥する本であ
る」(池田, 2021 p.115)



実存と滞在
• 実存(Existenz) 
• 現存在が世界の内に存在すること 
• 内＝存在：実存規定の一つ 
• 「内＝存在とは、手近に存在するものの一つが空間的に他のものの
『中』にあるという事態を指しているのではなく、また『内』はもと
もとこの種の空間的な関係をおよそ意味してはいない。『内』とは、
もともと『住まう』、『滞在する(aufenthalten)』を意味するinnan
から派生した語であり…」(Heidegger, 1927/2013 高田訳 p. 77) 

• 実存＝滞在すること、住むこと

道具と現存在
出会いの性格
• 世界内存在としての現存在 
• 普通の経験においては「対象」ではなく、「道具」との出会い 
• 手許に(zuhanden)あるもの＝道具/手近に(vorhanden)あるもの＝対象 
• 道具との出会いの特徴 
• 「手許にあるものは、そもそも理論的に把握されていないし、また目くばり
がこれに目をくばって主題化しているということもない。手許にあるという
ことのなかにいわば引きこもることによってまさにそれ本来のかたちで
(eigentlich/authentically)手許にある、というのは、身近に手許にあるもの
の特徴である。」（Heidegger, 1997/2013 高田訳 p.100 傍点引用者）
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伝統の破壊
• 西洋の伝統では、対象認識に優位がおかれ続けてきた 
• あるものを対象として認識することは非日常的 
• ハイデガーの意図：西洋の伝統の転覆 
• あるものとの道具としての出会いの優位：非表象的性格 
• 自ら身を引くことで本来的に存在する 
• サルトルと同じ？ 
• embodiment relation(Ihde, 1990) ：道具との出会いは主-客二元論では
扱えない

現存在の存在としての実存
• 実存＝滞在すること、住むこと 
• 現存在と世界は相互に独立しているのではない 
• 道具連関を通してその都度の現存在にとっての周囲世界が成立し、周囲
世界によってその都度の現存在が成立する 

• 「ランドスケープはわれわれの一部になるが、それはちょうどわれわ
れがその一部であるのと同じである」(Ingold, 1993 p.154) 

• 主観-客観、私の内と外といった二分法を回避するための視点としての実存



4 企業(Betrieb)と近代

観光における滞在の可能性を奪うもの
観光企業

• 企業(Betrieb) 
• ｢世界像の時代｣(1977) 
• 1938年の講演をもとにしている小論 
• ｢近世の本質｣に関する考察 
• 企業 
• 近世の特徴の最初にあげられる近代的学問の本質的要素

観光における滞在の可能性を奪うもの
探求としての学問

• 企業 
• 学問を探究にする 
• 「学問がそれ自身において探究として企業の性格を有する」(Heidegger, 1977/1988, 茅野他
訳 105) 

• 探求されるものが対象化され、表象されるようになる/人間の主体化 
• 世界像の時代 
• 「世界像とは、本質的に理解されるなら、世界に関する像を意味するのではなく、像として把握
された世界を意味する。そして全体として存在するものはいまや表象し、制作する人間によって
立てられている限りでようやく在るものである」(Heidegger, 1977/1988 茅野他訳 p. 110)

世界像の時代に滞在することの困難
観光と企業

• 世界像の時代(近代） 
• 主観-客観の二元論 
• 世界内存在としての現存在と道具 
• 実存 
• 滞在すること、住むこと 

• 観光企業：観光地、観光物を対象化すること/観光客を主体化すること 
• 観光者-観光対象という図式：観光における滞在の可能性を奪う



5 ハイデガーと実存的真正性

滞在することの可能性
道具と観光対象

• 観光において｢滞在すること｣はどのようにして可能になるのか？ 
• 実存＝滞在すること：世界との非表象的出会い 
• 道具 
• 道具の分析が観光「対象」の分析にも適用可能か？ 
• 観光されるもの(toured things)の対象化は不可避か？

対象としての芸術作品
• 『芸術作品の根源』 
• 芸術作品の本質の由来を問う 
• 芸術作品の対象化 
• ｢あらゆる芸術ビジネス(Betrieb)は、たとえそれがもっとも極端なところま
で高められ、そしてすべてのことを作品そのもののために行おうと、いつも
ただ作品の対象存在にまでしか到達しない。だが作品の対象存在はその作
品存在をなさないのである。」（Heidegger, 1977/2008 関口訳 p. 58) 

• 対象としての芸術作品に芸術作品の存在があるわけではない

作品が存在すること
非表象的観光の可能性

• ｢作品が存在することは、すなわち、一つの世界を開けて立てることを意味する」
（Heidegger, 1977/2008, 65) 

• ｢世界は、われわれの前に立って直観されうるような何らかの対象ではけっしてない。
世界はいつも非対象的なものであるが…」（Heidegger, 1977/2008 関口訳 p. 66) 

• 作品存在の非対象性 
• その中で世界が開かれていることが条件 
• ただし芸術作品には素材（大地）も必要：自己閉鎖 
• 「作品の作品存在は、世界と大地の間の闘争を闘わせることにある」
（Heidegger, 1977/2008 関口訳 p. 75)



観光における滞在の可能性
• 「デーロスの経験を通して初めて、このギリシア紀行は滞在となった。即ちアレーテイア
が有るところのもののもとに明かされて滞留することとなったのである。アレーテイアそ
れ自体がつまり、開顕しつつ守り匿うことの領域であり、その領域が滞在を許し与えるの
である。」（Heidegger, 2000/2003 三木訳 p.270-271 下線部引用者) 

• アレーテイア：非隠蔽性(Unverborgenheit) 
• 一致としての真理に先立つものとして、あるものが隠されていることなくある様、隠
されておらず現れつつ匿われる（『存在と時間』） 

• 「非隠蔽性（開顕する）と覆蔵性（守り匿う）との一なること、アレーテイア」
（Heidegger, 2000/2003 三木訳 p. 269) 

• 世界と大地の闘争

観光における滞在の可能性
世界が開かれていること

• 観光物 
• そのものによって世界が開かれていることを経験することで、観光における
滞在を可能にする 

• そこで開かれている世界へ住み込むことができる 
• 真正な(本来的)実存 

• 今後の課題：IngoldのDwelling perspectiveの議論に接続し、観光における
滞在の可能性をより具体的に考察する
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